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Ⅰ．調査の概要 

 

１．調査の目的 

本調査は、豊川市高齢者福祉計画の策定にあたり、介護支援専門員の現状・課題や医療との

連携状況等を把握し、策定の資料とするために実施しました。 

 

 

２．調査対象 

市内居宅介護支援事業所、介護老人福祉施設等に勤務する介護支援専門員 

 

 

３．調査期間 

令和５年７月１８日から７月３１日 

 

 

４．回収状況 

介護支援専門員数(人) 有効回収数 有効回収率 

集計中 183 集計中 

 

 

５．調査結果の表示方法 

回答は各質問の回答者数（n）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、 

小数点以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合が 

あります。 

複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかと 

いう見方になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 
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Ⅱ．調査結果 

 

１．あなたの年齢や性別、勤務形態などについて 

 

問１ あなたの性別・年齢についてお答えください。         

 

① 性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

「女性」と回答した人が 82.5％、「男性」と回答した人が 16.4％となっています。 

 

 

② 年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「50代」と回答した人が 30.6％と最も多く、次いで「40代」が 28.4％、「60代以上」が

27.3％となっています。 

 

n=183 16.4 82.5 0.01.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他 無回答

n=183 3.3 9.8 28.4 30.6 27.3 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答
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問２ 介護支援専門員としての経験年数は通算何年ですか。（令和５年７月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「10年以上」と回答した人が 47.5％と最も多く、次いで「７～10年未満」が 15.3％、「３

～５年未満」が 10.9％となっています。 

 

 

問３ あなたの勤務形態は次のうちどれに該当しますか。（○は１つ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「常勤・専従」と回答した人が52.5％と最も多く、次いで「常勤・兼務」が33.9％、「非常勤・

専従」が 8.7％となっています。 

 

 

n=183 52.5 33.9 8.7 3.8 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常勤・専従 常勤・兼務 非常勤・専従

非常勤・兼務 その他 無回答

n=183 3.3 6.0 10.9 10.4 15.3 47.5 6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年未満 １～３年未満 ３～５年未満 ５～７年未満

７～10年未満 10年以上 無回答
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問４ あなたは主任介護支援専門員の資格を取得していますか。（○は１つ）     

 

 

 

 

 

 

 

 

「取得している」と回答した人が 38.8％、「取得していない」と回答した人が 60.1％となっ

ています。 

 

 

問５ あなたの勤務上の悩みや困り事について教えてください。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「仕事を続けていくための能力や力量に不安がある」と回答した人が 48.1％と最も多く、

次いで「給料や手当が低い」が 45.9％、「兼務業務が忙しく、ケアマネジャー業務の時間が十

分に取れない」が 30.1％となっています。 

n=183 38.8 60.1 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取得している 取得していない 無回答

残
業
・
休
日
出
勤
が
多
く
休
み

が
取
れ
な
い

給
料
や
手
当
が
低
い

夜
間
対
応
や
緊
急
時
の
対
応
が

多
い

仕
事
を
円
滑
に
す
す
め
て
い
く

た
め
の
必
要
な
人
員
・
人
材
が

揃
わ
な
い

兼
務
業
務
が
忙
し
く
、

ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー

業
務
の
時
間
が
十
分

に
取
れ
な
い

仕
事
上
で
の
課
題
や
悩
み
を
相

談
で
き
る
相
手
が
い
な
い

仕
事
を
続
け
て
い
く
た
め
の
能

力
や
力
量
に
不
安
が
あ
る

資
質
向
上
や
業
務
に
関
す
る
研

修
に
参
加
し
に
く
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

8.7 

45.9 

2.7 

28.4 
30.1 

8.2 

48.1 

15.3 

7.1 6.0 

0.5 
0

10

20

30

40

50

60
n=183（％）
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２．福祉相談センターについて 

 

問６ あなたは、地域包括支援センター（福祉相談センター）に相談をしたことがありま

すか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ある」と回答した人が 54.1％、「ない」と回答した人が 31.7％となっています。 

 

 

問６―１ どのような内容で相談をしましたか。（○はいくつでも） 

（※問６で「ある」と回答した人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家族等介護者に関する相談」と回答した人が 59.6％と最も多く、次いで「高齢者虐待事

案の相談」が 53.5％、「ケアプラン作成」が 51.5％となっています。 

n=183 54.1 31.7 14.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

家
族
等
介
護
者
に
関
す
る
相
談

高
齢
者
虐
待
事
案
の
相
談

権
利
擁
護
（

成
年
後
見
な
ど
）

市
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス

民
生
委
員
な
ど
地
域
と
の
連
携

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

（

暫
定
利
用
者
含
）

介
護
保
険
の
利
用

そ
の
他

59.6 

53.5 

27.3 

20.2 

26.3 

51.5 

18.2 

3.0 

0

10

20

30

40

50

60

70
n=99（％）
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相
談
す
る
時
間
が
な
い

日
ご
ろ
か
ら
連
携
し
て
い
な
い

相
談
し
て
よ
い
内
容
か

わ
か
ら
な
い

相
談
し
て
も
解
決
し
な
い
と
思
う

セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
忙
し
そ
う

顔
が
見
え
ず
敷
居
が
高
く
、

相
談
し
づ
ら
い

特
に
相
談
す
る
こ
と
が
な
い

そ
の
他

6.9 

17.2 
15.5 

8.6 
5.2 

1.7 

55.2 

20.7 

0

10

20

30

40

50

60
n=58（％）

 

問６－２ 相談しないのはなぜですか。（○は３つまで） 

（※問６で「ない」と回答した人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「特に相談することがない」と回答した人が 55.2％と最も多く、次いで「日ごろから連携し

ていない」が 17.2％、「相談してよい内容かわからない」が 15.5％となっています。 

問７ 地域包括支援センター（福祉相談センター）に、特に期待することはどのようなこ

とですか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「処遇困難ケースへの個別支援・相談」と回答した人が 47.0％と最も多く、次いで「公的な

サービスと地域活動の組み合わせなど、多様な社会資源の活用支援」が 33.3％、「地域の総

合支援窓口」が 23.5％となっています。

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通

じ
た
介
護
予
防

介
護
予
防
事
業
の
普
及
・
啓
発

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
対
す
る
個
別
支

援
・
相
談

処
遇
困
難
ケ
ー

ス
へ
の
個
別
支
援
・

相
談

地
域
に
お
け
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
づ
く
り

認
知
症
地
域
支
援
専
門
員
に
よ
る
認

知
症
支
援

多
職
種
（

保
健
師
・
社
会
福
祉
士
・

ケ
ア
マ
ネ
）

協
働
・
連
携
に
よ
る
包

括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

支
援

公
的
な
サ
ー

ビ
ス
と
地
域
活
動
の
組

み
合
わ
せ
な
ど
、

多
様
な
社
会
資
源

の
活
用
支
援

地
域
の
総
合
支
援
窓
口

要
援
護
高
齢
者
の
早
期
発
見
と
対
応

高
齢
者
の
虐
待
防
止
・
権
利
擁
護
事

業
の
周
知
・
啓
発

そ
の
他

特
に
な
し

無
回
答

6.6 
3.8 

16.9 

47.0 

17.5 

7.7 

22.4 

33.3 

23.5 

13.1 

8.2 

2.2 
3.8 

16.4 

0

10

20

30

40

50

60
n=183（％）
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３．医療との連携について 

 

問８ 主治医等の医療機関との連携はとっていますか（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「だいたいとっている」と回答した人が 33.3％と最も多く、次いで「ほとんどとっている」

が 24.0％、「必ず（全て）とっている」が 20.2％となっています。 

 

問８－１ 医療との連携がとれていない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

（※問８で「あまりとっていない」「ほとんどとっていない」と回答した人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分自身の医療的な知識が不足している」と回答した人が45.9％と最も多く、次いで「日

時などが合わない」「その他」が 35.1％となっています。 

 

n=183 20.2 24.0 33.3 18.6 1.6 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必ず（全て）とっている ほとんどとっている

だいたいとっている あまりとっていない

ほとんどとっていない 無回答

日
時
な
ど
が
合
わ
な
い

自
分
自
身
の
医
療
的
な
知
識
が
不

足
し
て
い
る

医
療
機
関
の
介
護
保
険
に
対
す
る

理
解
が
不
足
し
て
い
る

医
療
機
関
に
相
談
窓
口
が
な
い
又

は
相
談
窓
口
が
わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

35.1 

45.9 

18.9 
21.6 

35.1 

2.7 

0

10

20

30

40

50

60
n=37（％）
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問９ 医療機関と連携がとれずに困った事例があれば教えてください。（自由回答） 

 

●介護認定時の主治医意見書作成や訪問看護指示書作成依頼時に時間がかかる等。 

主治医意見書の閲覧ができない。診療情報を依頼しても返信がいただけない。 

●居宅療養管理指導を算定するにもかかわらず、担当者会議への出席も断られたり、ケアプラン

の交付も必要ないと言われた。 

●アセスメント上、必要性を感じないケースでも、訪問看護や訪問診療などセットのように指示

が出る。 

 

 

問１０ 医師会の医療機関連携情報シート集は活用していますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「活用していない」と回答した人が 41.5％と最も多く、次いで「活用している」が 36.1％、

「シート集を知らない」が 17.5％となっています。 

 

 

問１０―１ 医療機関との連携を円滑に進めるためには、どのような情報や仕組みが必

要とお考えですか。（自由回答） 

（※問 10で「活用している」と回答した人） 

 

●連携の必要性の理解や顔の見える関係作りが必要。 

●情報シートはお忙しい先生に質問するのに有効だと思います。今後も活用したいです。 

●ほいっぷを活用されている医師が少ないので、多くの先生が活用してくださると、連携が取

りやすい。 

●医療機関により定休日等がまちまちなので、相談タイムとは別に開業時間を入れて下さると

活用しやすい。医療機関にも積極的に電子連絡帳「ほいっぷ」での連携に参加していただける

とありがたい。 

n=183 36.1 41.5 17.5 4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

活用している 活用していない

シート集を知らない 無回答
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問１１ 多職種連携の手引きは活用していますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

「活用していない」と回答した人が 49.2％と最も多く、次いで「手引きを知らない」が

29.5％、「活用している」が 16.9％となっています。 

 

問１１－１ 多職種連携の手引きは加除式となっています。追加掲載したほうがよいとい

う連携のルールや削除したほうがよいという連携のルールがありましたらご

記入ください。（自由回答） 

（※問１１で「活用している」と回答した人） 
 

●今回、市民 HP認定 NS同行訪問の件で、よくわからずにすすめたケースがあり、またほいっぷ

にて確認しても、ケアマネが介入するのかどうかもわからなかった。できれば詳しく説明して

欲しい（市民 HP認定 NSも言う事があいまいであった） 

●追加、修正、削除した際（変更）口頭で説明して頂けるとケアマネに伝わり易いと思う。 

●居宅介護支援事業所よりの連絡 

 

問１２ 医療機関との意見交換は、どのように行っていますか。（あてはまるものすべて

に○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「電話」と回答した人が71.0％と最も多く、次いで「ほいっぷ＠豊川」が60.7％、「ＦＡＸ」が

54.1％となっています。

n=183 16.9 49.2 29.5 4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

活用している 活用していない

手引きを知らない 無回答

電
話

Ｆ
Ａ
Ｘ

メ
ー

ル

通
院
に
同
行
・
往
診
時
に

訪
問

担
当
者
会
議

ほ
い
っ
ぷ
豊
川

（

電
子
＠
連
絡
帳
）

そ
の
他

無
回
答

71.0 

54.1 

3.8 

49.7 

25.7 

60.7 

8.2 
3.8 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90
n=183（％）
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４．高齢者虐待について 

 

問１３ 家庭内における高齢者虐待（疑いを含む。）の事例を経験（担当）したことがあり

ますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ある」と回答した人が 56.8％、「ない」と回答した人が 43.2％となっています。 

 

 

問１３－１ 高齢者虐待（疑いを含む。）の事実を知った経緯は何ですか。（○はいくつで

も） 

（※問１３で「ある」と回答した人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「サービス提供事業者からの連絡」と回答した人が 66.3％と最も多く、次いで「介護支援専

門員としての業務の中で気づいた」が 53.8％、「高齢者の家族、親族からの相談」が 24.0％

となっています。 

n=183 56.8 43.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない

介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
の
業

務
の
中
で
気
づ
い
た

サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
か
ら
の

連
絡

医
療
機
関
か
ら
の
連
絡

高
齢
者
本
人
か
ら
の
相
談

虐
待
者
か
ら
の
相
談

高
齢
者
の
家
族
、

親
族
か
ら
の

相
談

そ
の
他

無
回
答

53.8 

66.3 

9.6 

22.1 

8.7 

24.0 

8.7 

1.0 

0

10

20

30

40

50

60

70

80
n=104（％）
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問１３－２ その時にどこへ相談しましたか。（○はいくつでも） 

（※問１３で「ある」と回答した人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域包括支援センター」と回答した人が83.7％と最も多く、次いで「市役所」が35.6％と

なっています。 

 

問１４ 愛知県高齢者虐待対応マニュアル（総論編・各論編）を読んだことがありますか。

（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「読んだことがある」と回答した人が 59.6％と最も多く、次いで「読んだことがない」が

27.9％、「マニュアルの存在を知らない」が 10.9％となっています。 

 

 

市
役
所

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（

福

祉
相
談
セ
ン
タ
ー
）

民
生
委
員

保
健
所

警
察

相
談
先
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

そ
の
他

特
に
相
談
し
な
か
っ

た

無
回
答

35.6 

83.7 

3.8 1.9 1.9 1.0 
3.8 1.9 1.0 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100
n=104（％）

n=183 59.6 27.9 10.9 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

読んだことがある 読んだことがない

マニュアルの存在を知らない 無回答
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問１４－１ マニュアルは参考になりましたか。（○は１つ） 

（※問９で「読んだことがある」と回答した人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「参考になった」と回答した人が 92.7％、「参考にならなかった」と回答した人が 7.3％と

なっています。 

 

 

問１５ 高齢者虐待のサインを感じた時、高齢者への虐待発見チェックリストを活用した

ことがありますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「活用したことがない」と回答した人が 47.5％と最も多く、次いで「活用したことがある」が

33.3％、「チェックリストの存在を知らない」が 16.9％となっています。 

 

 

n=109 92.7 7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参考になった 参考にならなかった

n=183 33.3 47.5 16.9 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

活用したことがある 活用したことがない

チェックリストの存在を知らない 無回答
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問１６ 高齢者虐待への対応として必要な制度や仕組みはどのようなものだと思います

か。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「相談窓口の設置、明確化」と回答した人が 51.4％と最も多く、次いで「緊急一時保護施設

の確保」が 42.1％、「関係機関のネットワークの強化」が 39.9％となっています。 

 

 

相
談
窓
口
の
設
置
、

明
確
化

関
係
機
関
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強

化 対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
周
知

介
護
者
へ
の
援
助
の
充
実

住
民
へ
の
啓
発

関
係
機
関
や
職
員
へ
の
研
修

緊
急
一
時
保
護
施
設
の
確
保

成
年
後
見
制
度
へ
の
積
極
的
な
取

り
組
み

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
充
実

家
族
介
護
者
を
対
象
と
し
た
介
護

相
談
の
充
実

警
察
・
司
法
と
の
連
携
・
介
入

そ
の
他

無
回
答

51.4 

39.9 

25.7 

32.8 

8.7 

15.3 

42.1 

8.2 

3.8 

22.4 

18.6 

4.4 
1.1 
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10

20

30

40

50

60
n=183（％）
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５．介護保険及び高齢者福祉施策全般について 

 

問１７ 豊川市の介護保険対象のサービスの中で、供給が不足していると感じているサ

ービスは何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「訪問介護」と回答した人が40.4％と最も多く、次いで「夜間対応型訪問介護」が29.0％、

「居宅介護支援」「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」が 19.1％となっています。 

 

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護

通所リハビリテーション

短期入所生活介護

短期入所量要介護

特定施設入居者生活介護

居宅介護支援

福祉用具貸与・特定福祉用具販売

夜間対応型訪問介護

認知症対応型通所介護

地域密着型通所介護

療養通所介護

小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型特定施設入居者生活介護

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護医療院

無回答

40.4 

9.8 

12.0 

3.8 

6.6 

0.0 

4.4 

18.0 

8.2 

6.6 

19.1 

0.5 

29.0 

14.2 

1.1 

2.2 

12.0 

6.6 

19.1 

12.0 

1.6 

2.7 

9.3 

9.8 

18.6 

8.2 

0 10 20 30 40 50 60

n=183（％）
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問１８ 豊川市では、平成２９年度から介護予防・日常生活支援総合事業を実施していま

す。実施している介護予防・生活支援サービス事業は下記のとおりです。要支援

１・２、事業対象者の方に紹介する時に、どのようなツールがあると紹介しやすい

ですか。（〇はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「利用者に配布する各サービス説明資料」と回答した人が 78.7％と最も多く、次いで「専門

職向け各サービス説明資料」が 50.8％となっています。 

 

 

問１９ 豊川市で実施している介護予防・生活支援サービスについて、これ以外に今後必

要であると思われるサービスについて意見や提案がありましたら記入してくだ

さい。（自由回答） 

 

●デイサービスの増回を希望される方が多いです。要支援になるとデイサービス等の回数が制限

されてしまうため社会参加の機会が減ってしまいます。 

コロナ禍ともありコミュニティが運営されなかったため孤立される方が多いと感じました。 

●有償ボランティアでの送迎サービス。 

●民生委員以外で、高齢者世帯見守り支援があれば良いと思います。例えば、真夏の在宅環境の

チェック。特にエアコンの使用啓発と水分摂取の必要性の周知目的で、経口補水液の配布など。 

●介護が必要になる前の高齢者に介護を必要としない生活が続けられる介護予防支援。 

●高齢者の日中の居場所作りで、送迎があると参加しやすいと思います。 

専
門
職
向
け
の
説
明
会

専
門
職
向
け
各
サ
ー

ビ
ス
説

明
資
料

利
用
者
に
配
布
す
る
各
サ
ー

ビ
ス
説
明
資
料

そ
の
他

無
回
答

38.3 

50.8 

78.7 

0.5 2.2 

0

10

20

30

40

50

60

70

80
n=183（％）
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問２０ 豊川市の医療資源のサービスの中で、供給が不足していると感じているサービ

スは何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「急変時一時的に入院できる病院」と回答した人が 69.4％と最も多く、次いで「往診・訪問

診療できる病院」が 44.3％、「医療保険による訪問看護」が 10.9％となっています。 

 

問２１ 認知症の方の地域生活を支援するために、必要なことは何だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「介護する家族への支援の充実」と回答した人が67.2％と最も多く、次いで「認知症に関す

る正しい知識の普及啓発」が 47.0％、「主治医の認知症対応力」が 38.3％となっています。 

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普

及
啓
発

認
知
症
予
防
の
た
め
の
教
室
や
講
座

の
充
実

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
（

認
知
症
の
方
と

そ
の
家
族
・
介
護
者
支
援
ガ
イ
ド

ブ
ッ

ク
）

の
作
成
・
普
及

主
治
医
の
認
知
症
対
応
力
（

早
期
判

断
・
早
期
対
応
）

主
治
医
と
専
門
医
の
連
携

医
療
と
介
護
の
多
職
種
間
の
連
携
強

化 地
域
生
活
を
支
え
る
介
護
サ
ー

ビ
ス

の
充
実

身
近
な
場
所
で
気
軽
に
相
談
が
で
き

る
体
制
の
整
備

認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー

の
養
成
な
ど
地

域
に
お
け
る
支
援
の
強
化

介
護
す
る
家
族
へ
の
支
援
の
充
実

若
年
性
認
知
症
へ
の
支
援
の
充
実

そ
の
他

無
回
答

47.0 

18.6 
15.8 

38.3 
35.0 33.3 

35.5 37.2 

14.2 

67.2 

31.1 

4.9 
2.7 

0

10

20
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40

50

60

70

80
n=183（％）

往
診
・
訪
問
診
療

で
き
る
病
院

医
療
保
険
に
よ
る

訪
問
看
護

急
変
時
一
時
的
に

入
院
で
き
る
病
院

そ
の
他

無
回
答

44.3 

10.9 

69.4 

3.3 

10.4 
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n=183（％）
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問２２ 認知症ケアパス（認知症の方とその家族・介護者支援ガイドブック）を活用したこ

とがありますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「活用したことがある」と回答した人が40.4％と最も多く、次いで「活用したことがない」が

32.2％、「認知症ケアパスの存在を知らない」が 23.5％となっています。 

 

 

問２２―１ 活用するためには、どのような情報があれば良いか、意見などをお聞かせく

ださい。 

（※問２２で「活用したことがない」と回答した人） 

 

●介護家族に配りながら使いたいが冊数がない。事業所でこれだけのページをカラーコピーする

余裕はなく、かと言って窓口では貰い難いです。 

●豊川市内のケアマネに対して、年 1回説明会を実施して欲しい。 

●具体的で活用する事で、解決策が分かる情報 

●診断された医療機関で直ぐにガイドブックが受け取れるようにする。 

 

n=183 40.4 32.2 23.5 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

活用したことがある 活用したことがない

認知症ケアパスの存在を知らない 無回答
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問２３ 市では、次のような高齢者福祉サービスを行っています。将来、必要性がより高

まると思われるものはどれですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「食の確保や安否確認のための配食サービス」と回答した人が 56.3％と最も多く、次いで

「高齢者の居場所づくり」が 50.8％、「ホームヘルパー（介護保険外）の派遣」が 44.3％とな

っています。 

 

食の確保や安否確認のための配食サービス

ひとり暮らし高齢者にガスもれ警報装置の設置

緊急時に通報できるシステムの設置

寝具洗濯サービス

避難行動要支援者支援制度への登録

日常生活用具（自動消火器や電磁調理器等）の給付

ホームヘルパー（介護保険外）の派遣

介護用品券の支給 （おむつ、尿取りパッド等）

訪問理美容サービス券の支給

行方不明高齢者の所在を検索し、知らせてくれるシステム

行方不明高齢者の発生時に、周囲に情報を発信し見守ってくれるシステム

高齢者の生活に関する総合相談

高齢者の居場所づくり

認知症に関する総合相談

外出支援 （バス乗車券助成）

ちょこっとサポート事業（シルバー人材センターによる生活支援）

その他

無回答

56.3 

9.3 

43.7 

4.9 

20.2 

6.6 

44.3 

27.9 

15.8 

43.2 

39.9 

28.4 

50.8 

26.8 

32.2 

41.5 

4.4 

3.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

n=183（％）
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問２４ あなたが、豊川市がまだ実施していない以下の施策について、必要性が高いと

思うものはどれですか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高齢者移動支援ボランティア」と回答した人が 65.6％と最も多く、次いで「外出支援」が

58.5％、「高齢者用の住まいの整備」が 57.4％となっています。 

 

 

外
出
支
援
（

タ
ク
シ
ー

料
金

助
成
等
）

介
護
認
定
者
へ
の
住
宅
改
修

費
限
度
額
の
上
乗
せ

高
齢
者
用
の
住
ま
い
の
整
備

（

共
同
住
宅
、

低
所
得
者
用

住
宅
等
）

高
齢
者
移
動
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア

そ
の
他

無
回
答

58.5 

12.0 

57.4 

65.6 

3.8 4.9 
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80
n=183（％）
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資料 調査票 
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25 
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